
発行 平成27年1月15日

第 40 号

JA茨城県厚生連　なめがた地域総合病院広報誌病院だより

明日のなめがた

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
地
域
医
療
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
病
院
職
員
と

共
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
頃
、
地
域
の
皆
様
方
に
は
病
院
に
対
す
る
貴
重
な
ご

意
見
を
多
く
い
た
だ
き
、ま
た
、病
院
で
の
各
種
催
し
物
（
講

演
会
、
勉
強
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
）
に
も
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
病
院
職
員
一
同
、
皆
様
方
に
は
た

い
へ
ん
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

当
院
は
鹿
行
医
療
圏
（
鉾
田
、
行
方
、
潮
来
、
神
栖
、

鹿
嶋
の
5
市
を
含
む
医
療
圏
）
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
医
療

圏
は
医
師
が
少
な
く
、
全
国
の
ワ
ー
ス
ト
3
に
入
っ
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
か
ら
24
年
ま
で
の
2
年
間
に
お
け
る
医
師

数
の
変
化
を
見
て
み
ま
す
と
、
茨
城
県
の
中
で
医
師
が
減
っ

て
し
ま
っ
た
唯
一
の
地
域
で
す
（
人
口
10
万
人
あ
た
り
7.8

人
減
）。
茨
城
県
全
体
で
は
医
師
数
は
増
加
し
て
い
る
の
で

す
が
、
平
成
24
年
以
後
も
鹿
行
地
域
は
増
え
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
当
地
域
の
医
療
体
制
、
と
く
に
救
急
医
療
体
制
に

関
し
て
は
全
く
改
善
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
当
院
に

お
き
ま
し
て
も
、
平
成
22
年
以
後
は
医
師
が
減
っ
て
お
り
、

皆
様
の
ご
要
望
に
充
分
に
応
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
域
の
方
々
の
健
康
は
地
元
の
診
療
所
、
病
院
が

守
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
当
院
も
地
域
の
中
核
病
院
と

し
て
、
今
後
も
現
在
の
診
療
体
制
、
救
急
医
療
体
制
を
維

持
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
か
な
く
て
は
成
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
行
政
と
も
連
携
し
、
医
師
の
増
員
を
含
め

た
病
院
診
療
体
制
の
充
実
を
は
か
る
と
共
に
、
他
の
病
院
、

診
療
所
と
も
協
力
し
合
い
、
地
域
の
医
療
環
境
を
良
く
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
の
当
院
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
変
更
の
一
つ

に
『
院
外
処
方
』
導
入
が
あ
り
ま
す
。『
院
外
処
方
』
は
厚

生
労
働
省
が
進
め
て
い
る
医
薬
分
業
制
度
に
伴
う
も
の
で

す
。
昨
年
は
薬
剤
師
法
の
改
定
も
あ
り
、
薬
剤
師
が
集
ま

り
に
く
い
当
院
は
や
む
を
得
ず
、昨
年
10
月
に
『
院
内
処
方
』

か
ら
『
院
外
処
方
』
へ
切
り
替
え
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様

方
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
地
域
の
医
療
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

域
の
方
の
お
力
も
必
要
で
す
。
皆
様
方
と
の
交
流
を
深
め

る
こ
と
は
重
要
と
考
え
、
昨
年
11
月
に
は
〝
第
1
回
市
民

と
病
院
の
交
流
会
〞
を
開
き
ま
し
た
。
意
見
交
換
会
で
は

貴
重
な
ご
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
、
今
後
の
病
院
運
営
上
、

有
意
義
な
会
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
病
気
に
関
す

る
講
演
会
、
勉
強
会
な
ど
で
健
康
管
理
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
す
る
と
共
に
、
交
流
の
場
を
設
け
、
病
院
の
機
能
、
診

療
体
制
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
様
方
か
ら
は
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
る
こ
と
を
願
い
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

病
院
長　

田
畑　

均

1 患者の人権尊重
我々は患者の人権を尊重し、患者中心
の医療を実践する。

2 医療の質の向上
我々は医療の質の向上に努め、全人的
医療を目指す。

3 農協精神の遵守
我々は協同の精神を尊重し、地域住民
の保健・医療・福祉に努める。

4 医療記録の適正管理
我々は医療記録を適正に管理し、原則
として開示する。

5 権利擁護とプライバシーの保護
我々は患者の権利を擁護し、プライバ
シーの保護に努める。

病 院 の 理 念



看
護
師　

高
橋　

将

当
院
で
は
感
染
管
理
を
担
う
組
織
と
し

て
、
感
染
症
対
策
委
員
会
と
感
染
制
御
チ
ー

ム
と
い
う
2
つ
の
組
織
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
当
院
の
感
染
制
御
チ
ー
ム
に
つ
い
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

感
染
制
御
チ
ー
ム
と
い
う
の
は
、
一
般

的
に
I
C
T
（Infection C

ontrol T
eam

）

と
呼
ば
れ
て
お
り
当
院
で
は
医
師
、看
護
師
、

臨
床
検
査
技
師
、
薬
剤
師
、
放
射
線
技
師
、

理
学
療
法
士
、
事
務
員
と
様
々
な
職
種
で
構

成
し
て
い
ま
す
。多
職
種
で
集
ま
る
こ
と
で
、

各
々
の
職
種
か
ら
見
た
感
染
制
御
を
行
な
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
メ
ン
バ
ー
の

中
に
は
感
染
管
理
認
定
看
護
師
（
日
本
看
護

協
会
認
定
資
格
）
な
ど
、
専
門
的
な
知
識
や

技
術
を
有
し
た
者
も
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
院
内
で
は
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
、
抗
菌
薬
ラ
ウ
ン
ド
、
速
乾
性
擦
式
手

指
消
毒
剤
の
使
用
量
調
査
な
ど
。
院
外
で
は

鉾
田
保
健
所
管
内
院
内
感
染
等
対
策
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
連
絡
会
の
事
務
局
と
し
て
I
C
T

（
一
部
メ
ン
バ
ー
）
が
協
力
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
は
、
厚
生
労
働
省
が
行

な
っ
て
い
る
院
内
感
染
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
事

業
に
検
査
部
門
、
集
中
治
療
室
（
I
C
U
）

部
門
、
手
術
部
位
感
染
（
S
S
I
）
部
門
、

全
入
院
部
門
に
参
加
す
る
と
共
に
、
そ
の
結

果
は
、
感
染
症
対
策
委
員
会
を
通
し
て
職
員

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

抗
菌
薬
ラ
ウ
ン
ド
は
、
昨
今
問
題
に
な
っ
て

い
る
、
他
剤
耐
性
菌
の
発
生
抑
制
や
治
療
に

適
切
な
抗
菌
薬
の
選
択
が
で
き
る
よ
う
に
働

き
か
け
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

速
乾
性
擦
式
手
指
消
毒
剤
（
例
：
ス
ー

パ
ー
の
入
り
口
に
あ
る
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

剤
）
の
使
用
量
は
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

消
毒
剤
が
使
わ
れ
て
い
る
か
を
使
用
量
か
ら

算
出
し
、
確
認
し
て
い
ま
す
。
使
用
量
が
少

な
い
と
き
な
ど
は
、
手
指
衛
生
の
勉
強
会
を

開
催
す
る
な
ど
対
策
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

鉾
田
保
健
所
管
内
院
内
感
染
等
対
策
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
は
、
感
染
症
は
入
院
元
や

退
院
先
、
転
院
先
な
ど
へ
施
設
を
超
え
て
広

が
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ひ

と
つ
の
施
設
だ
け
で
感
染
制
御
を
す
る
の
で

は
な
く
、
複
数
の
施
設
が
合
同
で
感
染
症

に
つ
い
て
考
え
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
で
管
轄
保
健
所
と
当
院
が
中
心
と
な

り
、
近
隣
の
病
院
や
医
師
会
な
ど
の
協
力
を

得
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

鹿
行
地
域
の
中
核
病
院
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
院
内
の
み
な
ら
ず
院
外
の
感
染
症
に
も

注
視
し
、
近
隣
施
設
と
協
力
し
、
地
域
一
丸

と
な
っ
て
の
感
染
制
御
を
実
現
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

2
0
1
4
年
10
月
よ
り
赴
任
し
ま
し
た
整
形
外
科
の
江
藤
文
彦
で

す
。
筑
波
大
学
を
卒
業
後
、
筑
波
大
学
附
属
病
院
、
筑
波
学
園
病
院
、

水
戸
協
同
病
院
、
東
京
医
科
大
学
茨
城
医
療
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て

お
り
ま
し
た
。
赴
任
し
て
2
〜
3
ヶ
月
に
な
り
ま
す
が
、
医
師
や
コ

メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
々
が
優
し
く
働
き
や
す
い
環
境
で
診
療
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

当
院
の
整
形
外
科
は
部
長
の
亀
田
先
生
の
も
と
、
3
人
と
い
う
少

人
数
で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
小
児
か
ら
高
齢
者
、
ス
ポ
ー
ツ

選
手
と
い
っ
た
年
齢
層
、
部
位
と
も
に
守
備
範
囲
の
広
い
診
療
科
で

す
。
切
断
指
な
ど
の
専
門
性
の
高
い
領
域
は
土
浦
協
同
病
院
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
大
部
分
を
占
め
る
救
急
外

傷
、
脊
椎
疾
患
、
関
節
疾
患
に
対
し
て
患
者
さ
ん
個
々
の
A
D
L
や

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
保
存
治
療
や
手
術
治
療
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
骨
・
関
節
疾
患
は
投
薬
や
手
術
の
み
で
完
治
す

る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ら
と
並
行
し
て
行
う
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

が
非
常
に
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
膝
の
人
工
関
節
の
手
術
を
受
け
て

歩
行
時
の
痛
み
は
改
善
し
た
と
し
て
も
、
関
節
可
動
域
を
広
げ
る
た

め
の
リ
ハ
ビ
リ
を
患
者
さ
ん
自
身
が
継
続
し
な
け
れ
ば
曲
が
ら
な
い
、

伸
ば
せ
な
い
膝
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
当
院
に
は
回
復
期
病
棟
が

あ
り
、
急
性
期
を
過
ぎ
た
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
を
長
期
的
に
み
ら

れ
る
こ
と
も
魅
力
の
1
つ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、私
は
サ
ッ
カ
ー
Ｊ
2
の
水
戸
ホ
ー
リ
ー
ホ
ッ

ク
の
チ
ー
ム
ド
ク
タ
ー
を
し
て
い
ま
す
。
カ
シ
マ
ス
タ
ジ
ア
ム
だ
け

で
な
く
、
是
非
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
も
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
茨
城
県
の
サ
ッ
カ
ー
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
任
医
師
紹
介

整
形
外
科江

藤　

文
彦



第1回

市
民
と
病
院
の
交
流
会

当
院
で
は
11
月
29
日
に
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
役
立
て
よ
う
と
、「
市
民
と
病
院
の
交
流
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
全
国
の
医
師
数
格
差
を
埋
め
る
政
策
は
な

い
の
か
、
医
学
生
・
研
修
医
を
県
内
で
確
保
す
る
取
り
組
み
は
な

い
の
か
、
救
急
医
療
を
充
実
し
て
ほ
し
い
、
な
ど
医
師
不
足
を
心

配
す
る
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
行
方
市
の
支
援
に
関

す
る
質
問
や
医
薬
分
業
の
是
非
を
問
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

湯
原
副
院
長
兼
内
科
部
長
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
鹿
行
地
域
の

医
療
体
制
を
説
明
し
、
そ
の
上
で
、
医
師
確
保
に
つ
い
て
「
県
で

も
地
域
枠
修
学
資
金
制
度
な
ど
様
々
な
対
策
を
し
て
い
る
が
、
現

状
は
個
人
の
選
択
の
自
由
の
幅
が
非
常
に
大
き
い
。
行
政
を
中
心

に
ど
こ
ま
で
強
制
力
を
持
っ
て
医
者
を
確
保
で
き
る
か
が
課
題
」

と
話
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
交
流
会
で
は
、
鹿
行
救
急
隊
の
協
力
の
も
と
人
体
模

型
を
使
っ
た
救
命
処
置
の
実
演
や
理
学
療
法
士
に
よ
る
健
康
体
操
、

市
民
コ
ー
ラ
ス
に
よ
る
合
唱
を
行
い
ま
し
た
。

患者、家族の健康の保持・増進および在宅ケアの充実、予防から治療そして在宅に至るまで幅広い分野
での健康教室の実施を目的に2012年に健康管理委員会が発足しました。
住民への情報提供・発信から徐々に住民の方の関心度も高まり、健康教室への参加が増えてきてます。
今年度4回目の健康教室は、「咳と気管支喘息」について呼吸器内科 高部先生に肺活量検査など実技を含めた講義を
行っていただきました。講義後、多数の質疑応答があり、有意義な健康教室を開催することができました。
今後も皆様の意見を取り入れながら、健康教室を継続していきたいと思います。 健康管理委員会



■受付時間／（平日）8時30分～11時30分　（土）8時30分～11時00分まで　　■毎月第2・4土曜日は休診です
平成27年1月1日～

科 診察室 月 火 水 木 金 土

内　科

１診 石橋（消化器） 湯原（膠原病） 湯原（膠原病） 儘　田（神経） 湯原（膠原病） 浅島（膠原病）
２診 高部（呼吸器内科） 高部（呼吸器内科） 星（循環器予約） 高部（呼吸器内科） 渥美（循環器予約） 湯原（膠原病）

３診 秋山（循環器予約） 小田（総合） 第1・3神山　第2・4今井
（糖・内分泌予約） 小田（総合） 小田（総合）

４診 栗田（血液） 浅　島（膠原病） 石橋（消化器）
５診

小　児
１診 土浦協同病院より 筑波大
２診 太田（予約） 太田（予約） 太　田 太　田 福　島 太　田
３診

外　科
１診 滝　口 李・飯塚（交替） 飯　塚 平　沼 飯　塚 飯　塚
２診 李 李 李

脳　外
１診 大　木 田　畑 武　井 田　畑 田　畑 田　畑
２診 大　木 武　井 大　木

整　形
１診 亀　田 亀　田 亀　田 交代制 植村（予約のみ） 亀　田
２診 江　藤 江　藤 江　藤 江　藤 江　藤

婦　人 １診 土浦協同病院より 大久保 横　田
皮　膚 １診 岸　本 岸　本 岸　本 岸　本 岸　本
泌尿器 １診 酒　井 酒　井 酒　井

眼　科
１診 浅　野 浅野第2･4･5のみ 10：30

まで
浅　野 浅　野

２診 井　口 井　口 井　口 井　口 浅　野 井　口
耳　鼻 １診 谷 田　渕
ペイン １診 藤　井 藤　井 禁煙外来（予約制）

透　析
午　前 湯　原 永　井 石　橋 小田 森　戸 １・３・５　高部　

（第2・4） oncall午　後 高　部 植田／石橋 小　田

月 火 水 木 金 土

午前 外科　胃内視鏡
飯塚

内科　胃内視鏡
石橋

内科　胃内視鏡
石橋

外科　胃内視鏡
李

午後 外科　大腸内視鏡
飯塚

内科　大腸内視鏡
土浦より

内科　大腸内視鏡
石橋

科 診察室 月 火 水 木 金

内　科
１診 予約（消化器）石橋
３診 予約（神経）儘田
４診

外　科 ２診 小児外科（5/15～）
整　形 １診 予約（脊・スポ）第2・4
眼　科 １診 予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ 予約のみ
皮　膚 １診 岸　本
泌尿器 １診 （第2・4）石丸予約のみ 
耳　鼻 １診 予約のみ 田　渕

午後（一般外来） 

（火）皮／14：00～16：00
（水）泌／13：00～14：30
（木）耳／13：30～15：30
（木）小児外科／
 13：30～16：30

午後（予約） 

（水）整／14：00～16：00
 脊椎及び
 スポーツ外来

月 火 水 木 金
1診 2診 3診 1診 2診 3診 1診 2診 3診 1診 2診 3診 1診 2診 3診

14時
慢性疾患
予防接種
（予約制）

予防接種 
（予約制）

予防接種 
（予約制）

乳児健診
（予約制）

10-12月
インフルエンザ
予防接種

15時 一般外来
（太田）

一般外来
（筑波大）

一般外来
（太田）

一般外来
（太田）

一般外来
（太田）

16時
慢性疾患
予防接種
（予約制）

予防接種 
 （予約制）

循環器
（予約制）

10-12月
インフルエンザ
予防接種

※午後の一般外来は13:30～15:30受付

なめがた地域総合病院　外来診察表


